
１．ハイビガーが必要とされる背景 

・透析施設におけるハイビガーの有効性について 

・我が国の慢性透析患者は2017年（平成29年）まで増加すると推定されています。 

・透析の質は直接患者のＱＯＬ（生活の質）に直結します。中でも透析液の質は患

者のＱＯＬ、余命に大きく作用します。 

・透析液は基本的に透析液調整室にて作成されますが、その室内の空気清浄度

が透析液の質に影響を与える事が明らかになっています。 

・ハイビガーは日本メディカルセンター発刊「臨床透析」の研究報告にて、 

「透析液調整室内の空中浮遊菌、Ｂ液作成時のＢ液中のＥＴ濃度(※１）を減少させ

る効果がある」 

という事が報告されています。 

※１ ＥＴ濃度＝エンドトキシン濃度 

 エンドトキシン（内毒素）とは、グラム陰性菌の細胞外膜（もっとも外側の部分）を構成
している成分の一つ。細菌が寿命や物理的・科学的な破壊により新で、菌体がバラバラ
になるときに遊離して出てくる毒素物質。 

 グラム陰性菌とは、大腸菌、サルモネラ、レジオネラ等、ヒトの病原菌になる事が多い
一般的な細菌、バクテリアの事。 

 これが血液中に入ると、発熱・ショック等様々な透析合併症の発症に進展する恐れが
ある。 
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・病院におけるハイビガーの有効性について 

・上のグラフは総合病院内の病室・無菌室・ナースステーション等５箇所において、

５週間に渡り空中浮遊菌数を測定したものです。青い矢印の部分はハイビガーを

運転している期間です。どの箇所においても有意に減少しています。 

 

・病院は一般家庭と比べると、常に多数の人々が出入りしており、衣服から出るホ

コリ、靴に付着した土埃、咳によるつば、菌など様々な汚れが浮遊しています。 

 

・健康な人は抵抗力があり、空中浮遊菌によって発病することはありませんが、抵

抗力の弱い重病人・高齢者・乳幼児は発病の恐れがあります。 

 

・自然換気による換気が困難な場合（ＰＭ２.５、花粉、黄砂）、室内換気扇やエアコ

ンだけでは空気の入れ替えは不十分です。ハイビガーが有効に空気を浄化します。 

 

（コロニー数） 

（測定日） 

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100
110
120
130
140
150
160
170
180
190
200
210
220
230
240
250
260

ﾅｰｽｽﾃｰｼｮﾝ 

病室・１床 

病室・４床 

病室・重病室 

無菌室 

28>CFU/320ℓ 
(ｸﾗｽ100,000) 

  6>CFU/320ℓ 
(ｸﾗｽ10,000) 

  1>CFU/320ℓ 
(ｸﾗｽ100) 

清浄度 

Hi-VIGOR ON 
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ホコリ（粉じん）について、ハイビガーのデータを掲載いたします。大分県内の病
院病室での検査データです。人が出入りする環境で行いました。 

0

20

40

60

80

100

0.3μm 0.5μm 1.0μm 3.0μm 5.0μm 

OFF ON

0.3μm 0.5μm 1.0μm 3.0μm 5.0μm 

OFF（個） 100736  14486  1683  380  45  

ON（個） 6107  622  92  19  1  

減少率（％） 93.9  95.7  94.6  95.1  98.1  

検査目的 ： 病室内の採取場所（A～F）の、0.3μm～5.0μmの粉塵数の平均を測定する 

検査方法 ： ＯＦＦ時に採取場所より各大きさの粉塵数を測定、ＯＮ3時間後に同様に測定 

検査対象 ： パーティクルカウンターにより、空気1ℓ当たりの空中浮遊粉塵数を測定する 

平均94.8％ 
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（浮遊粉じん数） 

Hi-VIGOR ON 

≪測定場所≫ 大分医科大学附属病院・第二内科７階病棟 無菌室 
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０．５マイクロメートル以下 ５．０マイクロメートル以下 
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Hi-VIGOR ON Hi-VIGOR ON 
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部品名 部品の役割 
効
果 

①プレフィル
ター 

空気中の大きな塵芥を除去 

集 
 
 
塵 
 

②静電フィル
ター 

反発飛散した塵芥を捕捉 

③イオナイ
ザー 

粒子にコロナ放電を浴びせ、 
プラスに帯電させる 
ＤＣ５．５ＫＶ±０．２ＫＶ 

④フィルム集
塵電極 

電極間に高電圧が 
印加されており、プラスを 

帯びた粒子は、この電極間を 
通過するときに 

マイナス極に吸い寄せられ、 
トラップされる 

ＤＣ２．４ＫＶ±０．２ＫＶ 

⑤紫外線殺菌
灯 

ＧＬ８ 殺菌力の高い  
253.7ナノメートルの 
紫外線ランプ搭載 

殺
菌 

⑥抗菌消臭ﾌｨ
ﾙﾀｰ 

消臭フィルター層に 
抗菌剤を添加した 

繊維状フィルターを装着 
物理吸着式（活性炭）の 
１８０倍の消臭能力 

※アンモニア・硫化水素・Ｎｏｘ・Ｓｏ
ｘ・Ｏ3等も分解 

消臭剤＝ＧＸ（グリオキザール） 
抗菌剤＝ＧＢ－２５００Ｇ 

消 
 
臭 

⑦ｴﾚｸﾚｯﾄﾌｨﾙ
ﾀｰ 

プラス電位を帯びない塵芥及び 
④での未集塵塵芥を最終捕捉 

集
塵 

２．集塵・殺菌・消臭の仕組み 
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① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥・⑦ 

空
気
の
流
れ 
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品 名 ： 形 式 電気集塵式空間殺菌消臭装置：ＴＭ－１４００ 

電源 ： 周波数 
（最大消費電力） 

ＡＣ１００Ｖ：５０Ｈｚ（６５ｗ）・６０Ｈｚ（６４ｗ） 

処理風量 ： 適用床面積 ２７６㎥／時 ～ ３６０㎥／時 ： ３２㎡（約２０畳） 

騒  音 （５０Ｈｚ）３３～５５ホーン ・ （６０Ｈｚ）３０～５３ホーン 

集 塵 方 式 
巻回式フィルム集塵 ＋ 静電フィルター ＋ エレクレットフィル

ター 

殺 菌 方 式 直接照射式紫外線殺菌（８Ｗ 波長２５３．７ナノメートル） 

抗 菌 方 式 
不織布フィルター（抗菌剤練り込み加工）  
塗装処理クロスファン（抗菌剤混合塗装） 
※使用抗菌剤：ラサップ ＱＢ－２５００Ｇ 

消 臭 方 式 
化学分解方式 特許第１５６４３０６号 

有機酸（ＧＸ＝グリオキザール）をベースとした複合化学消臭剤 

オ ゾ ン 濃 度 ０．００４ｐｐｍ以下 

セ ン サ ー 半導体式マイコン制御ダストセンサー 

パ ワ ー 調 節 マニュアル （風量切り替え可能） 

外 形 寸 法 ： 重 量 Ｗ６７０ × Ｈ４５０ × Ｄ１４５（ｍｍ） ： 約１４ｋｇ 

安 全 装 置  
（発 火 防 止） 

自己復帰型過熱防止装置（１２０℃／ＯＦＦ）  
電源遮断装置 

絶縁テフロン加工仕上（電源コード・付属延長コード） 

３．製品仕様 
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・ホコリに対して、数多くのメーカーが採用しているフィルター方式、ハイビ
ガーの電気集塵方式の単純な性能比較はできませんが、病院、高齢者施設
など業務用用途で使用する場合は、一般家庭で使用する場合と比べてホコ
リの量が多いため、フィルター寿命が極端に短くなります。 

 ハイビガーの電気集塵式フィルターは４か月毎のメンテナンスの際に洗浄
したものと入れ替えますので常に最大の集塵性能を発揮します。 

ホコリ 菌・ｳｲﾙｽ におい 

室内環境の改善には、「ホコリ」、「菌・ウイルス」、「におい」を解決する必要があります。 

・菌・ウイルスに対して、オゾン方式（プラズマクラスター、ナノイー、光速スト
リーマ等）、薬剤方式（安定化二酸化塩素、次亜塩素酸水）を使用した場合、
人体に対してす少なからず影響が出る可能性があり、効果も非常に不明確
です。 

 安全、確実に殺菌するには殺菌灯方式が最も優れた方式です。ハイビガー
は機械内部に殺菌灯を内蔵しており、紫外線を漏えいする事はありませんの
で人体にも悪影響がありません。 

・においに対して数多くのメーカーが採用しているフィルター（活性炭）方式は
効果が限定的です。 

 ハイビガーの化学分解方式はあらゆる悪臭物質に対して、効果的に作用し
ます。 

４．他社製品との比較 
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リーマ等）、薬剤方式（安定化二酸化塩素、次亜塩素酸水）を使用した場合、
人体に対してす少なからず影響が出る可能性があり、効果も非常に不明確
です。 

 安全、確実に殺菌するには殺菌灯方式が最も優れた方式です。ハイビガー
は機械内部に殺菌灯を内蔵しており、紫外線を漏えいする事はありませんの
で人体にも悪影響がありません。 
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ます。 

４．他社製品との比較 
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④ 

⑤ 

⑥・⑦ 

５．メンテナンス 

当社専任のメンテナンススタッフにより定期的なメ
ンテナンスを行う事により、常に１００％の性能を発
揮します。 
 

装置を分解後、①プレフィルターは集塵機にて清
掃、②電弱フィルター、③イオナイザー、④フィルム
集塵電極は洗浄品と交換いたします。⑤殺菌灯、
⑥抗菌消臭フィルター、⑦エレクレットフィルターは
新品と交換いたします。 
 

その後、装置内部の集塵を行い、特殊薬液をしみ
込ませた布で拭き上げます。 
 

装置内部の可動部に注油、動作確認を行ってメン
テナンス作業を完了します。 
 

メンテナンス１台あたり４０分～５０分の作業時間を
要します。 
 

通常４カ月に１度このメンテナンス作業を行う事に
より、装置の性能を１００％維持する事が出来ま
す。 

メンテナンス作業風景 メンテナンス報告書 
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６．納入実績 

納入先 台数 

県立・町立病院 ２０ 

大学病院 ３５ 

国立病院 １２２ 

日本赤十字病院 ２ 

医師会病院 ４１ 

個人病医院 ６５６ 

歯科医院 １７６ 

動物病院 ７ 

高齢者施設 １３０８ 

その他 ５１２ 

合計 ２８７９ 

７．参考資料 

～平成25年5月18日 第20回 九州ＨＤＦ検討会にて～ 
 
熊本県中央仁ｸﾘﾆｯｸ 福井 博義先生により、透析液清浄化における 
ハイビガーの有効性を発表頂きました。 
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高齢者施設・病院 

８．設置写真 
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透析施設 
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